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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 12,364 9.4 2,244 7.6 2,273 9.3 1,342 5.7

2022年３月期第３四半期 11,303 10.4 2,084 78.4 2,080 71.6 1,269 70.7

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 1,507百万円（18.7％） 2022年３月期第３四半期 1,269百万円（70.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 31.71 －

2022年３月期第３四半期 30.31 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第３四半期 13,348 10,182 76.3 243.51

2022年３月期 14,656 10,302 70.3 242.92

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 10,182百万円 2022年３月期 10,302百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 26.00 26.00

2023年３月期 － 0.00 －

2023年３月期（予想） 15.00 15.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,200 9.9 3,180 15.2 3,180 15.0 2,000 20.2 47.39

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）１．当社は、2022年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しておりま
す。

２．2022年３月期及び2023年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）当社は、2022年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連
結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
２．当社は、2022年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており、2022年３月期について

は当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2023年３月期
（予想）の１株当たりの年間配当金は30円であります。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
２．１株当たり当期純利益の計算には、2022年11月４日開催の当社取締役会の決議に基づく自己株式の取得のう

ち、2023年１月１日以降の取得分の影響は考慮しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 46,308,600株 2022年３月期 46,308,600株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 4,491,594株 2022年３月期 3,897,394株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 42,326,905株 2022年３月期３Ｑ 41,887,086株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）１．期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託

（J-ESOP）制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が所有している当社株式

及び業績連動型株式報酬制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有してい

る当社株式を含めております。

２．当社は、2022年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており

ます。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己

株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。今後の見通し及び前提条件に関しましては、添付書類３ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　わが国の経済は緩やかに持ち直しています。先行きについては、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められ

る中、各種政策の効果もあり景気が持ち直していくことが期待されます。ただし、世界的に金融引締めが続く中で

海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっています。また、物価上昇、供給面での制約、金融資

本市場の変動等の影響に十分な注意が必要です。

　このような環境の中、当社グループは、「コンサルティング」と「投資」を事業の軸とし、グループ各社のシナ

ジーにより、幅広い産業・企業の価値創造、社会課題を解決する新たな市場の創出を行っております。コンサルテ

ィング事業においては、企業のトランスフォーメーションを推進するための『３つの変革（マネジメント・トラン

スフォーメーション、デジタル・トランスフォーメーション、サービス・トランスフォーメーション）』の実現に

向けたサービス提供を目指し、事業戦略立案、業務変革、組織変革、デジタルテクノロジーやクラウドソリューシ

ョンの活用、プロジェクトマネジメント、新規事業開発、企業間連携の推進等の価値創造に取り組んでいます。投

資事業においては、複数の産業を横断した「リジェネラティブ＆ウェルビーイング」領域を中心に投資活動を推進

しております。

　当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、12,364,507千円（前年同期比9.4％増）となりました。

　販売費及び一般管理費につきましては対面活動の正常化に伴う諸経費と採用費の増加により、3,744,739千円

（前年同期比19.5％増）となりました。

　売上高の増加により、売上総利益は769,514千円増の5,988,855千円（前年同期比14.7％増）、営業利益は159,202

千円増の2,244,116千円（前年同期比7.6％増）、経常利益は193,039千円増の2,273,402千円（前年同期比9.3％増）

となりました。

　法人税等合計は、931,067千円（前年同期比14.8％増）となりました。

　税金等調整前四半期純利益は2,273,402千円（前年同期比9.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益につき

ましては、1,342,335千円（前年同期比5.7％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（コンサルティング事業）

　コンサルティング事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高12,410,089千円（前年同期比11.1％増）、

セグメント利益3,744,190千円（前年同期比18.0％増）となりました。流通業、商社、通信業、金融業、製造業、

運輸業を中心とした顧客へのデジタル・トランスフォーメーション戦略策定、新規事業やサービス開発、組織と人

財の活性化など企業のトランスフォーメーションを支援するプロジェクトが事業を牽引しました。

　人財採用につきましては、当第３四半期連結累計期間において経験者45名、新卒36名が入社しました。新卒社員

の研修はリモートワーク環境と対面を組み合わせたハイブリッド型で順調に完了し、10月から稼働を開始しまし

た。2022年12月末時点のコンサルタント数は520名となっております。プロジェクト満足度は94ポイントと高い水

準を維持しています。

　なお、当社連結子会社の株式会社SXAの全株式をMBOの方式により譲渡いたしました。同社の業績はこれまでコン

サルティング事業業績に包含して報告しておりましたが、今回のMBOに伴い、2023年３月期第４四半期以降は当社

の連結対象から除外されます。
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（投資事業）

　新規投資等の活動を本格化した投資事業においては、５月に、国内間伐材を利用した地産地消型木質バイオマス

発電等の再生可能エネルギー事業を展開しているフォレストエナジー株式会社に約２億円を出資しました。また、

10月から11月にかけて、企業向けに社員の健康管理サービスを提供している株式会社メンタルヘルステクノロジー

ズの株式を約1.5億円で取得しました。さらに12月には、提携先の株式会社SXキャピタルの出資先である、ドライ

バー専門求人サイトを運営する株式会社ドラEVERに出資を行いました。当社の出資金額は約１億円となります。９

月に投資先の株式会社eWeLLと株式会社プログリットが東京証券取引所グロース市場に上場しており、12月末時点

の累計投資残高は評価差額を含め約25億円となりました。

　投資事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高24,228千円（前年同期比90.6％減）、セグメント損失

205,951千円（前年同期はセグメント利益95,194千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は13,348,837千円（前連結会計年度末比1,308,085千円減）となり

ました。主な要因は、現金及び預金の減少（前連結会計年度末比2,000,642千円減）、営業投資有価証券の増加

（前連結会計年度末比687,584千円増）であります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は3,166,006千円（前連結会計年度末比1,188,361千円減）となりまし

た。主な要因は、未払金の減少（前連結会計年度末比453,999千円減）、未払法人税等の減少（前連結会計年度末

比887,609千円減）であります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は10,182,830千円（前連結会計年度末比119,723千円減）となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上、配当金の支払い591,152千円（前連結会計年度同

四半期453,813千円）によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2022年５月９日の「2022年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結業績

予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,721,528 5,720,885

受取手形、売掛金及び契約資産 2,017,936 1,911,835

有価証券 99,899 99,996

営業投資有価証券 1,817,532 2,505,116

その他 505,057 648,128

貸倒引当金 △14,520 -

流動資産合計 12,147,433 10,885,962

固定資産

有形固定資産 285,825 271,773

無形固定資産

ソフトウエア 241,524 434,836

ソフトウエア仮勘定 254,544 28,512

その他 8,242 7,389

無形固定資産合計 504,311 470,738

投資その他の資産

投資有価証券 851,962 942,217

繰延税金資産 323,337 131,364

その他 544,051 646,780

投資その他の資産合計 1,719,351 1,720,362

固定資産合計 2,509,489 2,462,874

資産合計 14,656,922 13,348,837

負債の部

流動負債

買掛金 185,756 243,458

未払金 1,176,042 722,042

未払法人税等 944,399 56,790

株式給付引当金 242,975 505,131

その他 215,360 201,691

流動負債合計 2,764,533 1,729,113

固定負債

リース債務 10,304 6,874

株式給付引当金 354,834 131,766

役員株式給付引当金 1,134,524 1,106,107

資産除去債務 86,444 86,444

その他 3,726 105,700

固定負債合計 1,589,834 1,436,893

負債合計 4,354,368 3,166,006

純資産の部

株主資本

資本金 4,626,881 3,000,000

資本剰余金 3,147,012 4,784,470

利益剰余金 5,149,207 5,900,390

自己株式 △2,628,990 △3,675,470

株主資本合計 10,294,111 10,009,390

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,442 173,440

その他の包括利益累計額合計 8,442 173,440

純資産合計 10,302,554 10,182,830

負債純資産合計 14,656,922 13,348,837

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 11,303,650 12,364,507

売上原価 6,084,309 6,375,652

売上総利益 5,219,340 5,988,855

販売費及び一般管理費 3,134,427 3,744,739

営業利益 2,084,913 2,244,116

営業外収益

受取利息 3,296 2,920

持分法による投資利益 4,529 -

為替差益 5,427 -

講演料等収入 - 33,569

雑収入 8,558 18,419

営業外収益合計 21,810 54,909

営業外費用

支払利息 1,321 129

為替差損 - 17,142

株式交付費 21,148 -

雑損失 3,890 8,351

営業外費用合計 26,360 25,622

経常利益 2,080,363 2,273,402

税金等調整前四半期純利益 2,080,363 2,273,402

法人税、住民税及び事業税 784,741 823,297

法人税等調整額 26,093 107,769

法人税等合計 810,835 931,067

四半期純利益 1,269,527 1,342,335

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,269,527 1,342,335

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 1,269,527 1,342,335

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 - 164,997

その他の包括利益合計 - 164,997

四半期包括利益 1,269,527 1,507,332

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,269,527 1,507,332

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年４月22日

取締役会決議
普通株式 453,813 22 2021年３月31日 2021年６月７日 利益剰余金

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月９日

取締役会決議
普通株式 591,152 26 2022年３月31日 2022年６月６日 利益剰余金

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

(注）配当金の総額には株式給付信託(J-ESOP)制度及び業績連動型株式報酬制度において、信託口が保有する株

式に対する配当金35,951千円が含まれています。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年５月10日付で、伊藤忠商事株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ1,778,375千円増加し、当第３四半期連

結会計期間末において資本金が4,626,881千円、資本準備金が2,876,881千円となっております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

(注）配当金の総額には株式給付信託(J-ESOP)制度及び業績連動型株式報酬制度において、信託口が保有する株

式に対する配当金39,807千円が含まれています。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　2022年６月24日開催の第14期定時株主総会決議に基づき無償減資を行い、2022年７月29日を効力発生日とし

て資本金1,626,881千円及び資本準備金1,626,881千円をそれぞれ減少させ、その他資本剰余金に振替えており

ます。これを主な要因として、当第３四半期連結会計期間末において資本金が3,000,000千円、資本準備金が

1,250,000千円、その他資本剰余金が3,534,470千円となっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。当該会計方針の変更による影響は軽微であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
（注）２コンサルティング

事業
投資事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 11,094,882 208,768 11,303,650 － 11,303,650

セグメント間の内部

売上高又は振替高
75,567 48,045 123,612 △123,612 －

計 11,170,449 256,813 11,427,263 △123,612 11,303,650

セグメント利益 3,173,965 95,194 3,269,160 △1,184,246 2,084,913

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
（注）２コンサルティング

事業
投資事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 12,352,339 12,168 12,364,507 － 12,364,507

セグメント間の内部

売上高又は振替高
57,750 12,060 69,810 △69,810 －

計 12,410,089 24,228 12,434,317 △69,810 12,364,507

セグメント利益又は

損失（△）
3,744,190 △205,951 3,538,238 △1,294,122 2,244,116

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は全社費用等△1,181,826千円及びセグメント間取引消去△2,420千円によるも

のであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  2022年４月１日  至  2022年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は全社費用等△1,297,040千円及びセグメント間取引消去2,917

千円によるものであります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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